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提案理由 

 ２０２２年２月２４日のロシアによるウクライナへの軍事侵攻は、領土の一体性の侵害と武力の

行使を禁じた国連憲章及び国際法に明確に違反するものである。 

よって、平和を希求する国際社会の努力を踏みにじるロシアの非人道的な侵略に対して断固抗議

し、容赦なく日常を奪われたウクライナ国民に一日も早く平和な日々が訪れることを願い、決議 

するもの。 

  



ロシアのウクライナ侵攻に抗議する決議（案） 

 

去る２月２４日、ロシアは国際社会の度重なる警告を無視してウクライナへの軍事侵攻を  

開始し、主要都市の占拠に向け、軍事施設のみならず学校施設や医療機関、住宅街への軍事行動

を展開している。こうしたロシアの攻撃により、ウクライナでは多くの国民が犠牲となり、同時

に多くの難民も生じている。 

ロシアの軍事侵攻は、ウクライナへの重大な主権侵害であり、世界の安全保障と国際秩序を 

脅かし、かつ明らかに国連憲章に違反する行為であり、断じて容認できない。 

よって、本市議会は、ロシアによるウクライナへの攻撃や主権侵害に対し強く抗議の意を表す

るとともに、ロシア政府に対し、武力行使の即時停止とウクライナ領土から全ての軍隊を完全 

かつ無条件で撤退させること及び国際法に基づく誠意を持った平和的な対応を強く求めるもので

ある。 

以上、決議する。 
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